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研究成果の概要（和文）： 本研究は、子育て不安や負担感の軽減、虐待予防、またひきこもりや不登校などの
二次障害を予防するための、地域の子育て支援者が子育て家庭と共に取り組む「しつけ」プログラムの開発と、
その効果検証を目的とした。研究成果として、「子どもの主体性を育てる親の主体性分析シート」の作成、DVD
ゆりかごラーニング2作＝「楽しいしつけの提案」と「親である自分を大切にする」を作成した。また主体性と
関係性の理論を説明したパワーポイントを作成し、多分野の子育て支援者を対象に研修をした。研修後のアンケ
ート調査により、DVDを活用した全体的な研修の理解度は、3点満点中2.76であり、概ね研究目的は達成できたと
評価できる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to create a program of "child socialization" to
 prevent abuse, prevention of hikikori, parents' anxiety and burden.           As a result of the 
research, "Parents' own analysis sheet to nurture child's intersubjectivity ", 2 DVD "YURIKAGO 
Learning" = " Suggesting fun the relationship between parents and child", "Treat yourself as parent"
 was created. In addition, we created a PowerPoint to explain the theory of reciprocity and 
relation, and conducted training for multidisciplinary child rearing support.                       
                                 According to the questionnaire after the training, it can be 
presumed that the research purpose has almost been achieved.

研究分野：子育て支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

子育て現場で乳幼児親子に接する専門職
者たちの話を聞くと、親の感情的な関わりに
よって子どもが混乱しているのか、発達障害
の特性があるのか、判断が難しい子どもが増
えている、という。定型発達の子どもも、障
害のある子どもも、どの子どもも主体性を持
っていることを前提に考えると、どの子ども
にも通用する基本的信頼感が育つ「しつけ」、
関係性の基盤である自律性が育つ「しつけ」
が求められる。地域の支援者が子育て家庭と
共に取り組む「しつけ」プログラムを開発す
ることは、子どもの福祉と育ちを保障し、子
育て家庭を支える上で、急務なことであると
考えた。 

  

２．研究の目的 

 本研究は、地域の子育て支援者が子育て家
庭と共に取り組む「しつけ」プログラムの開
発と、その効果検証を目的とした。本研究は、
誰もが持ち備えている主体性に着目し、個と
関係性から主体性を捉え、親と子の主体性の
育成を目的とする「しつけ」プログラムの開
発をめざした。 

 

３．研究の方法 

 研究全体の枠組みとして、子どもの主体性
の起点である親の「子どもの主体受容」を促
すために、地域の支援者や親が「親の主体を
受容する」という家族システム理論（図 1）
をベースにした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．家族システム理論を活用した「しつけ」プ

ログラム 

 

 支援者が主体性を理解するためのプログ
ラム開発として、 
（1）親自身と支援者が子どもの主体性を育
てる親の主体性を理解するための主体性分
析シートの作成 
（2）子どもの主体性を育てるしつけ DVD、親
の主体性を育てる DVD の作成 
（3）「ゆりかごラーニング」DVD と理論を子
育て支援者に研修し、アンケート調査によっ
てゆりかごプログラムの効果検証をし、今後
の研究課題を明らかにする。 

４．研究成果 
（1）親の主体性分析シート作成の研究 
  ①研究の目的 
 本研究は、寺田（2016）の先行研究を基盤
にしており、子どもの主体性を育てることを
目標に、親自身が子どもとの関係性をふり返
り、自己の子育ての課題を明確化するための
ツール開発を目的とした。本研究は、家族シ
ステムを支援の柱として、主体性育成の流れ
を組み立てている。つまり、子どもを下位シ
ステムとして位置づけるならば、子どもの主
体性を育てるためには、親の主体性が育つこ
と、親の主体性のバランスがとれていること、
親と子の相互主体的な関係性が成立してい
ることが重要であり、その親の主体性は、子
育て支援者を含む他者との関係性が重要で
ある、ことを理論としている。 
本研究におけるそのツールの用い方とし

ては、安井（2009：130-131）の支援方法を
参考にした。つまり、親自身の「実感」をキ
ーワードに、客観的に把握された現実と実感
を、親と子育て支援者の関係性の中で照合し、
整理する過程を通して、親自身が、対処技術
（coping skills）や意味を見いだしていく、
そういった親と支援者の協働作業の過程の
中で、親自身が自己の子育ての課題目標を設
定するためのツールとして位置づけた。「主
体性」という尺度で測ることが難しい概念を、
いかにして構成化して組み立てることがで
きるのか、さらに、親と支援者の協働過程の
中で用いるツールとして有効化するために、
シートとして視覚化し、活用しやすいものと
して開発することが目的とした。  

 
 ②研究の概要 

1）「子どもの主体性を育てる親の主体性」
尺度の下位概念と下位項目を作成し（表 1）、
調査のための質問項目を作成した。 

表１ 下位概念別尺度項目 



2）1）の調査対象者は、2 か所のつどいの
広場を利用する保護者 163 名（回収率
100.0％）である。調査票は各施設を通して
対象者に配布し、回収方法は各施設にて回収
を依頼し、研究者に一括郵送してもらった。
調査期間は 2016 年 6 月 10 日から 8 月 31 日
である。 
 

3）まず各項目についてＩ－Ｔ分析を行い、
各項目得点が全体の得点の動きと連動して
いるかを確認した。次に、項目得点が中庸な
場合に「子どもの主体性を育てる親の主体
性」が高くなる項目を除く 23 項目を用いて
因子分析を行い「子どもの主体性を育てる親
の主体性」の因子構造を確認した。次に尺度
のクロンバックα係数を算出し、信頼性を確
認した。最後に、項目得点が中庸な場合に「子
どもの主体性を育てる親の主体性」が高くな
る項目と、因子分析の結果、各因子に対する
負荷量が 0.35 未満だったため除外した項目
のうち、親と支援者の協働作業の過程の中で、
親自身が自己の子育ての課題目標を設定す
るためのツールとして必要であると判断し
た項目について、「子どもの主体性を育てる
親の主体性」得点との相関係数を算出した。 
 

4） 表 2．「子どもの主体性を育てる親の主体

性」因子  全 14項目α＝.804 
 

 
データを分析した結果、子どもの主体性を育
てる親の主体性分析として、「他者との関係
性における自分との折り合い」「子どもとの
関係性における自分の気持ちや思いへの過
剰な関心」「親アイデンティティの発達」の
３つの構成概念からなる 14 項目の尺度が求
められた。さらに、この尺度項目以外の項目
として、子どもの主体性を育てるために重要
とされる親の「基本的自尊感情」の項目を加
えた。また、尺度というツールが高得点にな
るほど成熟や発達を意味するため、バランス
を要する人の主体性を測ることには限界が
あったため、子どもの主体性が育つ上で、「中
庸」であることが望ましいと考えられる親の
「社会的自尊感情」と「期待、規範、理想」
の項目を加えた。 
結果として、「子どもの主体性を育てる親の
主体性分析シート」（図 2）という、ツールが
完成した。 

 
図２「子どもの主体性を育てる親の主体性分析シ

ート」 

 
（2）DVD の作成 
①「ゆりかごラーニング～楽しいしつけの提
案～」 
1）概要 
「子どもの心の発達を支える親の役割―

主体性と自尊感情を大切にするしつけ」＝
「ゆりかごラーニング～楽しいしつけの提
案」の DVD を作成した。作成期間 2016 年 3
月～2017年 7月。 
 
2）理論的柱 
 本研究の「しつけ」は、「受容」と「自律
性育成」がその具体的内容となる。自律性は
基 本 的 信 頼 感 の 上 に 立 つ も の で あ る
（Erikson,E.H）。基本的信頼感の中心的核は
「子どもの主体受容」である。本研究は、特
に子どもの基本的信頼感が育つ 0歳から 2歳
ぐらいを育てる親を対象とし、子どもの主体
受容＝子どもの自己肯定感、自尊感情を大切
にする親と子の関係性＝しつけを中心に構
成した。 
 
 
3）内容（抜粋） 
映像１：『このゆりかごラーニングでは、

楽しいしつけを提案します。親と子の信頼の
きずなをつくること、また、人とのつながり
を大切にしながら、自分の意見を伝えること
が出来る子どもを育てることを、目的にして
います』 



（映像１） 

 
映像２：『親が一人二役になって、楽しく

語りかけていますね。このような語りかけに
よって、親の考え方、感じ方が、子どもの心
の中で育ち、子ども自身の考え方、感じ方を
つくっていきます。このような親の肯定的な
語りかけが、楽しいしつけのスタートになり
ます。』 

（映像２） 

 
映像３：『こどもと向き合い子どもの目を

みてお手本をみせます。次の例も同様ですね。
「子どもと一緒に」という意識を親自身が大
切にします。そうすることで自然と子どもに
手をそえて教えることへつながります。』 

（映像３） 
 
②DVD の作成 2：「ゆりかごラーニング～親で
ある自分を大切にする～」 

1）概要 
子どもの心の発達を支える親の役割 2とし

て― 親の主体性を育てる＝「ゆりかごラー
ニング～親である自分を大切にする」の DVD
を作成した。作成期間は 2017年 10月～2018
年 3月。 

 
2）理論的柱 

エリクソンの心理社会的発達課題は、社会的

存在である人の関係性を作るための課題で
もある。親（大人）にとっても、主体を認め
られること＝自己肯定感、自尊感情を大切に
することが、他者との関係性を相互的なもの
とし、自ら（親）の主体性を発達する。本研
究ではその仕掛けづくりを 社会的子育て
支援サービスが担うことを柱として構成し
た。 

3）内容（抜粋） 
映像 4：『この「ゆりかごラーニング」では、

親である自分をどのようにして大切にした
らよいのか、そして、親との関係性によって
大きく左右される子どもの幸福をどのよう
に実現していくのか、それをみなさんと考え
ます。』 

（映像 4） 

 
映像 5：『みなさんは、「子育てサークル」

を知っていますか？ 子育てサークルは
1980 年代後半に自然発生的に誕生しました。
親の子育てを楽しいものにすることによっ
て、その対象である子どもも楽しくなる、と
いう当然の関係が、誰にもわかりやすく手軽
にできることで、全国に広がったのだと思わ
れます。 さて、今回紹介するのは、大阪で
活動しているピーカーブ－という子育てサ
ークルです。』 

（映像 5） 

 
映像 6：『人の心の発達は他者とのコミュニ

ケーションによって育まれます。これは、子
どもであっても大人であっても同じです。 
相手を認めること、関心をもつことによって
信頼関係をつくり、相手から大切にされる、
つまり、自分を大切にすることができます。 
人とのつながりが作りにくい現代において、
子育て支援サービスを利用することで、「親
という役割をもった人」の心の成長を促すこ



とができます。そして、家族や友人、子ども
との関係性をバランスのあるものにし、子育
てを楽しいものにすることができるので
す。』 

 （映像 6） 

 
 
（3）「ゆりかごラーニング」DVD と理論の効
果検証 
①概要 
2017 年度における子育て支援者に向けた

講演、研修からアンケート調査を行い、DVD、
理論構成等の評価を行った。 

 
②調査対象と調査方法 
親と子の関係性、主体性の育成に向けたパ

ワーポイントを活用した研修、講演の後に
DVD「ゆりかごラーニング～楽しいしつけの
提案～」を視聴し、ディスカッション後、自
記式アンケート調査を行い、その場で回収し
た。調査対象と研修・講演概要は、以下の A
～Dの通りである。 

A 民間保育園連盟保育士 
保育者特別研修「子どもの自尊感情を育てる
保育」（2017年 11月 9 日） 
南大阪ブロック民間保育園連盟主催。南大阪
ブロック民間保育園に所属して幹部保育士
約 40 名が参加。於：高向保育園（河内長野
市） 

B 利用者支援専門員 
大阪市利用者支援専門員研修会「子育て支援
者講座～親と子のきずなを深めるために」 
（2018 年 1 月 15 日）大阪市青少年局主催。
大阪市利用者支援専門員約 30 名を対象。於：
大阪市職員人材開発センター（あべのフォル
サ） 

C 放課後等ディサービス職員 
西淀川区放課後等ディサービス職員研集会 
「ゆりかごラーニング 親と子のきずなを
深める」（2018 年 2 月 20 日）西淀川区主催。
職員約 30 名が参加した。 於：西淀川区役
所。 

D 研究協力者 NPO法人おひさま職員 
子育て支援者養成講座 2 「ゆりかごラーニ
ング～楽しいしつけの提案」（2017 年 7 月 4
日）NPO 法人おひさま主催。NPO 法人おひさ
まの児童指導員、保育士など約 20名が参加。
於：多機能型事業所「さんさんくらぶ」、児
童発達支援事業 親子療育教室「にじくじら」。 
 

③調査結果 
 各質問項目に対して 3件法（とてもわかり
やすい、わかりやすい、今ひとつ理解できな
い）に分け、それぞれとてもわかりやすい＝
3、わかりやすい＝2、今ひとつ理解できない
＝1 に得点化した。その平均値のまとめが表
3 である。概ね、「とてもわかりやすい」を選
択し、DVD とその理論は支援者にとって受け
入れられやすいものであると評価できる。 
 
表 3「ゆりかごラーニング」の DVD と理論におけ

る全体的理解 ―子育て支援者別による評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 図 3 子育て支援者別における「全体的内容の理

解」の内訳 

 
（4）効果検証を踏まえた本研究の課題 
①「ゆりかごラーニング」DVD と理論におけ
る支援者の評価調査結果から、主体性、関係
性の発達における具体的理解に、支援者によ
って大きく差があることが明らかになった。
研究協力者は当然のことながら、理論と実践
を重ねているので、理解度が最も高い。次に
保育士は、エリクソンの心理社会的発達課題
理論を習得し、保育所では基本的な理論にな
りつつあり、保育や子育て支援に生かしてい
る事例が多く報告されている。利用者支援専
門員や放課後等デイサービス職員は、子ども
の発達段階の知識や理解について、やや弱い
面があり、関係性についても具体的な関わり
方の知識が少ないようである。 
 このような時に映像は効果的である。さら
に具体的な場面、関わり方、理論を含めた DVD
を制作したいと考えている。 
 



②多くの支援者から、DVD、パワーポイント
を活用した指導書のようなものを作って欲
しいという要望が出された。先ず、支援者が
理論と実践を自分のものにし、支援者と親の
関係性から親に理論と実践を伝えられる指
導書を作ること、さらに、親が家庭で子ども
との関係性を円滑にし、子どもの主体性を発
達させることができるように、そのような道
筋をもった完成度の高い支援プログラムを
構築したいと考える。 
 
③定型発達の子どももそうでない子どもも、
同じ人としての主体性の発達をもっている
が、支援者の話から、非定型発達の保護者は、
子どもの障がいを受け入れられないまま、子
どもの主体を受容できない、関係性や主体性
を発達させるための環境づくりが出来ない、
という側面をもつケースが多い、ということ
である。発達障害のある子どもの最善の利益
を保障できる DVDを早急につくる必要性を感
じている。 
 
④「ゆりかごラーニング」としては、表 4に
あるように、内在的自己との関係性をわかり
やすく描いた DVD「思い通りにならない感情
に付き合う方法」の制作が課題である。本研
究の 2作を含めて 3部作によって、ゆりかご
ラーニング＝関係性による親と子の主体性
の発達の DVDと理論を完成させたいと考えて
いる。 
 

 表４「ゆりかごラーニング」３部作 
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